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岡山東支援学校地域連携通信 

 

就実大学サークル公演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就実大学のボランティアサーク 

ル ACT’S、56名が来校し、歌や 

ダンス、劇を披露してくれました。 

一緒に歌ったり踊ったり、と大 

変盛り上がりました。児童生徒会 

がお礼の手紙を書いて、感激した 

素直な気持ちを送りました。 

  

 

 

 

肢体不自由部門の中学部の生徒が梅を描きました。日差しに春を感じる日も増えてきて、日に日に春の足音が近

づくこの頃、校内では卒業式の練習が始まりまとめの時期を迎えました。今年度最終号の｢つなぐ｣では、地域との

関わりを中心にお伝えします。支援学校では｢自立と社会参加｣を目指した教育活動を行っています。自立も社会参

加も｢人とのつながり｣が大切で、学校だけの学びでは実現できません。少しずつつながりに厚みができてきている

ことに感謝いたします。 

たくさんのボランティア 
ありがとうございました 

  高等部が卒業に向け、社会人としての身だしな

みについて学習を行いました。化粧やスーツの着

こなしについては企業の方から、髪の整え方につ

いては地域の美容師さんに教えていただきまし

た。他にも、マラソン大会や音楽の授業など１年間

でのべ 270名程度のボランティアさんが活躍し

ました。子どもたちの学びが豊かになり、大変あり

がたいです。 

 

ひがしマーケット ご来場ありがとうございました 

2月１３日、学校の玄関前にて『ひがしマーケット』を実施しました。85名の方が 

来校され、採れたての野菜や、焼き菓子、作業製品をお買い求めくださいました。 

温かいコーヒーも大変好評でした。地域の皆様には寒い中ご来校いただきまして 

ありがとうございました。今回は、中学部や小学部も一部の児童生徒が参加しま 

した。写真は児童生徒会で行っている｢花いっぱい運動｣の一環で菜の花の苗を 

プレゼントしているところです。たいへん喜ばれました。咲くのが楽しみです。 

 

学校運営協議会と東支援学校地域学校協働本部 

本校はコミュニティスクールとなり 2年を迎えました。学校運営協議会を年間 3回 

実施し、学校の運営について地域の委員の皆様にご意見や承認をいただいています。 

また、地域学校協働本部として、地域学校協働活動推進員が地域のボランティアさん 

との連携を行っています。来年度も地域とともにある学校として活動して参りますの 

で、皆様のお力添えをお願いします。 

 


